
骨格筋硬さの定量評価を目的とした 

超音波映像システムの実用化研究開発
〈Ｈ30採択〉 

■研究開発のねらい 
 整形外科では従来の骨を中心とした診療から、骨と骨格筋全体を含む運動器の疾患に関する診療に変わ
りつつあります。この際、骨格筋の硬さは重要な診断評価項目ですが、従来使われている接触式の筋硬度
計は簡便、廉価ではありますが定量性の高い測定はできません。 

 本研究開発は筋組織表面に当てた小型加振器の振動を加えたときに筋組織内を伝播するせん断波速度
を、群馬大学山越教授が開発したCD SWI法で可視化し、高い臨床ニーズがある整形外科、リハビリテーショ
ン、スポーツ医学等において骨格筋の硬さを定量的に測定する診断装置の実用化を目指します。 

■研究開発の内容 
 タブレット型骨格筋硬度計測システムの製品化に向け、以下の項目を実施します。 

 １．小型加振源の開発 

 ２．タブレット型超音波カラードップラーエコー装置の開発 

 ３．骨格筋評価のための信号処理、画像処理ソフトの開発 

 ２年後に大型研究プロジェクトへの採択を目指し、骨格筋以外への技術応用も視野に入れ研究開発を進めていきます。 
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電磁石から永久磁石へ置き換え 

永久磁石を用いた加速器用磁気回路
の開発 〈Ｈ30採択〉 

■研究開発のねらい 
 国際リニアコライダー(ILC)計画や放射光施設等の粒子加速器では、ビームの輸送・制御のために多くの電

磁石が使用されています。電磁石は高速かつ精密に磁場の強さをコントロールすることができますが、磁場
発生時に大電流を流す必要があり、それに加えて発熱を抑えるための冷却水設備や空調も必要となること
から、多大な運転経費がかかります。これらの電磁石の一部を永久磁石に置き換えると、消費電力の削減に
なるだけでなく、冷却水の配管や電源ケーブルの敷設が不要になるために建設コストを低減でき、さらに電
気系トラブルや水漏れ事故のリスク低減と保守費用の削減といったメリットが生まれます。本事業では、永久
磁石の配列を機械的に動かすことで磁場強度を調整可能な磁気回路の開発を行います。 

■研究開発の内容 
 永久磁石を用いて磁場強度を調整できる磁気回路の製品化を目指し、以下の項目を実施します。 
 (1) 磁場強度調整機構の開発 ・・・ 永久磁石配列の切替方式の開発、磁気回路の設計と試作 
 (2) 標準磁石の作製 ・・・ 相対的測定の基準となる標準磁石の製作 
 (3) 3次元磁場測定システムの構築 ・・・ 3軸ステージと磁場測定器による空間磁場の測定装置開発 
 

 2年後に大型研究開発資金(戦略的基盤技術高度化支援事業)への申請を予定。 
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(偏向電磁石, KEK cERL) (SPring-8の永久磁石型偏向器) 

磁場強度を変えられる永久磁石型磁気回路 
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【メリット】 
☆ 運転時の消費電力を大幅に削減 
☆ 冷却水設備や配管、電源ケーブル等が不要 

☆ 電気系や水漏れのリスク低減、保守費用の削減 

複数の磁石の方向を調整することで、 

磁場強度を調整することが可能な機構 

 

ON : 1,300 G ⇔ OFF : 10 Gで切替可能なことを確認済み 

【課題】 
✔ 磁場調整機構の実現 

✔ 均一磁場のための磁気回路設計 

✔ 温度依存、放射線減磁の影響 


